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くだ ん の 「 料 理 の 腕 ( ポ ンコ ツ 部 門 ) ラン キン グ 」 は 、 お そら く 技 
術 の こと を 喜 つ っ て いる の で し ょ うつ 。 

た だ 、 料 理 っ て 、 モ チ ベ ー シ ョ ン の 影響 が 大 きく て 、「 美 味 し いも 
の を 自分 が 食べ た いと 思う / 美味 し いも の を 誰か に 食べ て ほし いと 
思う 」 そ の 気持 ち に 左右 され る と 思っ て いま す 。 だ か ら 、 長 兄 、 ど 


つ な の か 、 と 。 
また 、 マ ァ アム の 「 お お ざっ ぱ 」 っ て こう いう 意味 か な と 思い 、 突 発 
的 に 執筆 ( た ぶん 、 実 質 2 日 くら い ・・・)。 


料理 っ て 、 日 常 な ん で す よ ね 。 


な お 、 技 術 ・ モ チ ベ ー シ ョ ン を 総合 し て も 、 こ の 分 野 で の 一 番 は 、 
い 


使徒 の 中 で は 、 確 か に 次 兄 だ と 思 
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鴨 の ロー スト 


ヒュ ン ケ ル が 色 関 を 開け る と 、 室 内 か ら 肉 の 焼け る 食欲 を 誘う 香 
けが 漂っ て きた 。 奥 の キッ チン か ら マ ァ ム が ひょっこり と 顔 を 出し 
た 。 彼 女 は 、 ヒ ュ ン ケル の 帰宅 を 認め る と 、 ば っ と 花 が 咲く よう に 
笑顔 に な っ た 。 

「 お か えり な さい 、 ヒ ュ ン ケル 。 」 

も は や 日 常 風景 に な っ た 光景 で は あっ た が 、 帰 宅 し て マ ァ ム の 笑 
顔 が ある こと に 、 ヒ ュ ン ケル は 心から 安 増し た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 和 荷物 を 部 屋 の 片隅 に 置く と 、 キ ッ チ ン で 水 を 1 杯 
も ら っ た 。 体 に 水分 を 取り 込み 、 ほ っ と 一 息 つ く と 、 彼 は 、 ダ イニ 
ング テー ブル に つい た 。 

その 彼 に 、 マ アァ ム は 、 キ ッ チ ン か ら 声 を か けた 。 

「 ご めん ね 、 も う 少 し で 焼け る か ら 、 少 し 待っ て て くれ る ? 」 

「 あ あ 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 視線 の 先 で は 、 調 理 台 で 、 マ ァ ム が 手元 を 忙し そう 
に 動か し て いて いた 。 マ ァ ム は 、 ボ ウル に ゆで た じゃ が いも を 入れ 
て いき 、 そ れ を マッ シャ ー で 潰し て いっ た 。 

その うち 、 マ ァ ム は 、 背 後 の オ ー ブ プン に 目 を や る と 、 そ の 主 を 開 
けた 。 香 ば し い 香 リ が 一 層 濃 く な る 。 マ アァ アム は 、 ミ トン を つけ た 手 
で オー プン の 中 身 を 取り 出す と 、 熱 そう に 、 そ れ を 調理 台 に 運ん 
だ 。 

その オー ブン プレ ー ト の 上 に 乗っ た も の を 見 て 、 ヒ ュ ン ケル は つ 
ぶ や いた 。 

「 輸 か 。 」 

0 つう 。 
うま く 焼 け て る か な ・・・。」 

そう 吉 い な が ら 、 マ ァ ム は 、 鴨 を 冷 ま す 間 、 バ ゲッ ト と チー ズ を 
切っ て 、 盛 り 付 け て いっ た 。 

マ ァ ム が 夕食 の 支度 に 勤しむ 中 、 次 第 に 夜 の 気配 が 妨 び 寄り 、 室 内 
も 際 っ て きた 。 ヒュ ン ケ ル は 、 炉 台 の ろう そく に 灯 を と も し た 。 ほ 
ん の り と 温か な 光 が 、 テ ー ブ ル の 上 を 照ら し た 。 


し ば らく 待っ て いる と 、 や が て 、 ダ イニ ング に 、 順 に 今日 の 夕食 
が 並べ られ て いっ た 。 

鴨 の ロー スト 。 

マッ シュ ポテ ト 。 

パプ リカ と ズッキーニ の ピク ルス 。 

チー ズ に バゲット 。 

その 光景 に 、 ヒュ ン ケ ル は 感嘆 の 声 を 上 げた 。 
「 豪華 だ な 。 」 
本 当 は 、 こ れ に ビー ツ の スー プ も つけ た か っ た の だ が 、 手 が 回 ら な 
か っ た の だ 。 こ の 程度 の 夕食 で も ヒュ ン ケ ル に 喜ん で も ら え る の 
は 、 マ ァ ム と し て は 、 嬉 し い が 、 気 恥ず か し か っ た 。 
「 そう ? ピク ルス は 作り 置き だ し 、 オ ー プ ブン 料理 っ て 楽 な の よ 。 火 
力 さ え 間 違え な けれ ば 、 あ と は 時 間 と 火 が 、 食 材 を お いし くし て く 
れる わ 。 私 は 、 母 さん ほど は で き な い けど ね 。 」 

そつ う 吉 っ て 、 マ ァ ム は 、 い た ずら っ ぱ ぽく 笑っ た 。 その 吉 葉 の 間 に 
も 、 マ アァ ム は 、 皿 を 並べ て いき 、 最 後に グラ ス を テー ブル に 置い 
た 。 
「 少 し だ けど 、 ワ イン も 出す わ よ 。 今 日 は 疲れ た で し ょ う 。 」 
「 あ あ 、 あ り が と う 。 」 

ヒュ ン ケ ル が 礼 を 吉 う と 、 マ ァ ム は 、 紅 人 色 の ワイ ン を グラ ス に 注 
ぎ 、 ヒ ュ ン ケル に 差し 出し た 。 マ ァ ム も 、 自 分 の グラ ス に 半分 だ け 
ワイ ン を 注い だ 。 

よう や く マ ァ ム が 食卓 に 着く と 、 二 人 きり の 夕食 に な っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 鴨 の ロー スト を 1 切れ 、 チ ー ズ と と も に バゲット 
の 上 に 乗せ る と 、 そ れ を 口 に 運ん だ 。 

控え め な セー ジ 、 タ イム の 香り と 、 塩 気 が 、 し っ と りり と し た 肉 の 
旨味 と よく 合っ て いる 。 ヒュ ン ケ ル は 素直 に 感想 を 述べ た 。 
「 旧い な 。 」 
「 そう ? よかっ た 。 私 が ヒュ ン ケ ル に これ を 出す の は 初め て だ っ た 
か ら 、 ち ょ っ と 心配 だ っ た の 。 」 

マ ァ ム は 、 ほ っ と 安 載 し た よう な 顔 を 見 せ た 。 
「 母さん の 得意 料理 だ か ら 、 私 も 教わっ て いた ん だ けど 、 こ っ ちの 


家 に 住 び よう に な っ て か ら は 作っ て な か っ た し 、 こ の オー ブン で 焼 
く の も 初め て だ っ た か ら 、 ど うつ か な あっ て 。 で も よかっ た 。 ヒュ ン 
ケル の 日 に 合っ て 。 」 

する と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 穏 や か な 笑み を 浮か べ 、 言葉 を 紡い だ 。 
「 お 前 が 作る も の は いつ も 旨い と 思っ て いる よ 。 」 

「 あ り が と っ つ 。 」 

マ ァ ム は 、 照 れ た よう に は に か ん で 、 笑 み を 浮か べた 。 

「 今 日 は どう だ っ た の ? 」 

「 思 っ た より も 、 畑 は 取れ る な 。 川 か ら の 傾斜 も 使え ば 、 水 路 も 引 
で うだ 。 」 

eo 

「 た だ 、 土 は 入れ 替え な いと だ め だ な 。 荒 れ て いる 。 天 地 を 返し 
て 、 腐 葉 土 と 、 堆 肥 も 入れ な いと 、 う まく 作物 が 育た な い だ ろ うつ 
な 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム に 淡々 と 今日 の 作業 に つい て 話 を し た 。 
ここ ネイ ル 村 で は 、 基 本 的 に 自給 自足 で あり 、 村 人 た ち は 、 そ れ 
ぞ れ 自分 ) た ちの 畑 を 持っ て いた 。 

し か し 、 村 人 の 中 に は 、 畑 仕事 以外 に 専門 的 な 業務 に 携わっ て い 
る 者 た ちがい る 。 

例え ば 、 村 の 方 針 を 決め 、 村 人 た ち に 指示 を 出す 長老 。 

けが 人 や 病人 の 治療 に 当たる 医師 、 薬 師 。 

村人 た ちの 悩み を 聞き 、 相 談 に 乗り 、 神 の 教え を 説く 神父 
子ども た ち に 読み 書き を 教え る 教師 。 

家 や 倉庫 を 作り 、 ま た その 補修 に 当たる 大 工 。 

瀧 激 工 事 を 行い 、 畑 の 水路 の 整備 を 行う 者 。 

この よう な 専門 職 の 者 た ち に つい て は 、 彼 ら が それ ぞ れ の 仕事 を 
行っ て いる 間 は 、 ほ か の 村人 た ち が 、 彼 ら の 畑 を 整備 し て くれ て い 
た 。 

大 魔王 と の 戦い が 終わ っ て か ら 数 年 経っ た 現在 、 こ こ ネ イル 村 で 
は 、 医 業 を 担当 し て いる の は 、 マ ァ ム の 母 レ イラ で ある 。 

そし て 、 そ の レイ ラ を 補佐 し て いる の が マ ァ ム 。 

長老 を 補佐 し 、 そ の 相談 に 乗っ て いる の が ヒュ ン ケ ル だ っ た 。 
この 日 は 、 ヒ ュ ン ケル は 、 長老 の 指示 の 下 、 ネ イル 村 の 森 を 超え 


た 北 に 、 開 末 で きそう な 土地 が ある と の こと で 、 そ の 下見 に 行っ て 
いた の だ っ た 。 

「 村 か ら 少 し 遠い の が 難点 だ が 、 毎 日 歩け な い 距 離 で は な い 。 あ と 
は 何 を 植え る か だ が ・・・。」』 

「 小麦 じゃ な い の ? 」 

「 確 か に 、 収 穫 量 を 増やす の な ら 小 麦 だ ろう 。 だ が 、 現 金 収 入 を 得 
る の な ら 、 商 品 作 物 が いい 。 綿花 と か 、 和 生花 と か な 。 長老 様 の お 考 
え 次 第 だ が な 。 

どん な 作物 が あの 土地 の 適し て いる の か わか ら な いか ら 、 小 表 以 
外 を 植え る の な ら 、 ロ モス の 種苗 屋 に 聞き に 行っ た 方 が よさ そう だ 
な 。 俺 も 、 土 木工 事 や 瀧 泊 工 事 く らい まで な ら 対 応 で きる が 、 さ す 
が に そこ か ら 先 の こと は 分 か らん 。 」 

する と 、 そ の 吉 葉 を 聞い て 、 マ ァ ム が すぐ さま 提案 し た 。 

「 なら 、 明 日 、 私 が 聞い て くる わ 。 ち ょ うど 、 母 さん と 口 モス の 城 
下 に 行く 予定 だ っ た か ら 。 」 

「 仕入れ か 。 」 

「 う ん 、 そ う 。 この辺 で 採れ な い ハ ー プ と か 薬草 と か 、 ど うし て も 
ある か ら ね 。 」 

レイ ラ が 医業 に 使う つ ハ ー ブ や 薬草 は 、 こ の ネイ ル 村 の 周辺 で 採れ 
る も の が 多い 。 だ が 、 ど うつ し て も この 周辺 で は 採れ な いも の や 、 珍 
し い ハ ルー プ や 薬草 な ど 、 交 易 の 盛ん な ロモ ス 王 都 ま で 定期 的 に 仕 入 
れ に 行っ て いた 。 明 日 は 、 マ ァ ム も 母 に 同行 する 予定 に な っ て い 


た 。 
「 あと で 、 そ の 畑 の 奈 件 、 教 えて 。 そ れ に 合わ せ て 聞い て くる 
わ 。 | 


「 あり が と う 。 助 か る 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム に 礼 を 吉 っ た 。 

マ ア ァ ム は 、 彼 の 明日 の 予定 を 尋ね た 。 

「 明 日 は ? ヒュ ン ケ ル は どう する の ? 明日 も 行く の ? 」 

「 い や 、 明 日 は 行か な い 。 今日 、 杭 打ち まで し て きた 。 あ と は 人 手 
を 集め な いと 無理 だ か ら 、 い っ た ん 休止 だ 。 長老 様 が 、 追 っ て 、 人 
を 集め て 作業 を する 日 を 決め る そう だ 。 」 

「 の 方 は ? 」 


ヒュ ン ケ ル も マ ァ ム も 、 村 の 子ども た ち に 読み 書き や 身 の こ な し 
を 教え る 仕事 も 請け 負っ て いる 。 これ も 、 長 老 か ら の 依頼 で 行っ て 
いる も の で あり 、 二 人 の ほか 、 数 人 の 村人 が 交代 で 担当 し て いた 。 
これ を 塾 と 呼ん で いた 。 そ の 村塾 で の 仕事 は な い の か と マ ァ ム は 尋 
ね て いる の だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 簡潔 に マ ァ アム に 応え た 。 

「 明 日 は な い 。 」 

「 じゃ あ 、 明 日 は うち の 畑 ね 。 」 

「 あ あ 、 し ば らく 人 住 せ に し て た か ら な 。 自分 で 見 に 行か な いと 
な 。」 

「 ご めん な さい 、 明 日 は 私 も いな いか ら 。 」 

「 大 丈夫 だ 。 」 

マ ア ァ アム は 食卓 に 視線 を 移し た 。 

鴨 の ロー スト は 、 多 少 、 日 持ち が する 。 スライス し た 鴨 は 、 チ ー 
ズ や パン と の 相性 も 良かっ た 。 固 め の ミ ニ バ ゲッ ト も ある か ら 、 
チー ズ と 一 緒 に 挟ん で お け ば 、 お 弁当 に ちょ うど いい 。 味付け は 、 
バジ ル ベ ペ ベースト より も 、 ザ ワー クラ ウト の 方 が 合う だ ろう か 。 

そん な こと を 思い な が ら 、 マ ァ ム は ヒュ ン ケ ル に 声 を か けた 。 

「 畑 に 行く な ら 、 こ の 鴨 の ロー スト 、 サ ンド イッ チ に し て お くわ 
ね 。 持 っ て いっ て 。 」 

する と 、 ヒ ュ ン ケル が 柔らか く 微 笑 ん だ 。 

「 ありがとう 。 お 前 は 手 を か け て くれ る な 。 」 

マ ア ァ アム は その 吾 葉 に 、 不 思 議 そう に 首 を 傾げ た 。 

「 そう ? 普通 だ と 思う けど 。 

ヒュ ン ケ ル だ っ て この くら い の 料 理 で きる で し ょ う ?」 

その 詩 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル は 苦笑 し た 。 

「 技術 的 に は な 。 先生 と 旅 を し て いた と き に 一 通り の こと は 教わっ 
た 。 上 自分 の こと は 、 一 応 、 何 で も で きる よう に は し て も ら っ た か ら 
な 。」 

「 す ご いわ ね 、 ア バン 先生 。 」 

「 教育 者 と し て は 一 流 だ な 。 」 

そう 吉 っ て 、 ヒ ュ ン ケル は 軽く 笑っ た 。 
ヒュ ン ケ ル の 知識 や 技術 は 、 ア バン と の 旅 で 培っ た も の が 多い 。 料 


理 も その 一 つ だ 。 た だ し 、 魔 界 で ヒュ ン ケ ル の 地位 が 上 が っ て か ら 
は 、 侍 女 や 従者 が つい て いた た め 、 自 分 の こと を や る 必要 が な か っ 
た 。 ヒ ュ ン ケル が 、 料 理 を 含め た 自分 の 身の回り の こと を 再び 自分 
で や る よう に な っ た の は 、 魔 王 軍 を 抜け て か ら だ っ た 。 

その た め 、 大 魔王 と の 戦い が 終わ っ て 数 年 を 経た いま 、 ヒ ュ ン ケル 
が 、 自 分 の 身の回り の こと で 困る こと は な い は ず だ っ た 。 少 な く と 
も 技術 的 に は 。 

「 だ が 、 ど うに も 手 を か け よ うと いう 気 に な らん 。 」 

する と 、 マ アァ ム は 、 や は けり 不思議 そう に 吉 葉 を 紡い だ 。 

「 そ うか な あ ・・・。 朝 ご は ん 、 い つも 作っ て くれ て いる じゃ な 
LU12」 

朝食 は ヒュ ン ケ ル が 用 意 を し 、 夕 食 は マ ァ ム が 作る こと が 多い 。 
な ん と な く 、 そ の よう な 役割 分 担 が で き て いた 。 も っ と も 、 ヒ ュ ン 
ケル の 用 意 す る 朝食 は 、 パ ン や ハム 、 チ ー ズ と いっ た コル ドミ ー ル 
が 主 で 、 手 間 が か か る の は 、 せ い ぜ い 、 お 湯 を 沸か し て 珈琲 や ハー 
ブ プティ を 入れ る くら い の も の だ っ た 。 

マ ァ ム の 吉 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル は 苦笑 し た 。 彼 は 、 あ れ は 料理 と い 
う よ り 作業 の よう に 感じ て いた が 、 そ れ で も 自分 ひと り で は や る こ 
と で は な か っ た 。 

「 あれ は お 前 が いる か ら だ 。 お 前 が 食べ る と 思え ば 、 俺 も や る 
さ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 い っ た ん そこ で 言葉 を 区 切っ た 。 

「 だ が 、 自 分 一 人 で は 、 食事 な ど 、 食 べら れれ ば いい と し か 思わ な 
い 。 肉 や 魚 を 焼く の も 、 そ の 方 が 腹 を 壊さ な いか ら だ 。 俺 に と っ て 
は 、 そ の 程度 の 感覚 だ 。 」 

ヒュ ン ケ ル に と っ て は 、 食 事 と は 、 単 な る 栄養 補給 に すぎ な か っ 
た 。 簡 単に 済め ば それ に 越し た こと は な いと し か 思っ て こ な か っ 
た 。 

マ ァ ム と 暮らす よう に な る まで は 。 

「 誰か と 食卓 を 囲 の の が 楽し いも の だ と いう つの は 、 お 前 が 教え て く 
れ た ん だ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム を 見 つめ な が ら 応 えた 。 穏 や か な 視線 だ っ 
た 。 


マ ァ ム は 、 ヒ ュ ン ケル の 眼差し を 受け 、 恥 ず か し そう に は に か ん 
/ 

「 だ っ て 、 ヒ ュ ン ケル に も 、 美 味 し いも の 食べ て ほし いか ら 。 私 
も 、 どうせ 食べ る な ら 美 味 し いも の の 方 が いい し 。 」 

「 そ うだ な 。 お 前 が そう 思っ て くれ て いる の は わか る 。 俺 が 苦手 な 
顔 を し た も の は 次 か ら は 出さ な いし 、 味 付け も 、 俺 の 好み に 合わ せ 
て いる だ ろう ? 」 

基本 的 に 、 ヒ ュ ン ケル に は あま り 好 き 嫌 い は な い )。 

だ が 、 宮 廷 や 都 の 飲食 店 で 出さ れる よう な 凝っ た 料理 や 複雑 な 味 
付け は 、 苦 手 と し て いた 。 

「 今日 だ っ て 、 俺 が 測量 で 疲れ て 帰っ て くる だ ろう つと 思っ て 、 鴨 を 
焼い て ワイ ン ま で 用 意 を し て くれ た 。 
料理 に し て も 、 俺 は あま り ご て ご て と 手 を 加え た も の は 好み で は な 
いし 、 味 付け も あま り 濃 く な い 方 が いい 。 お 前 は それ に 合わ せ て く 
れ て いる だ ろう ? この 鴨 に し て も 、 レ イラ さん が 焼く より も 、 塩 も 
ハー プ も 控え め だ 。 」 

その 吉 葉 に 、 マ ァ ム は 、 驚 き と と も に 、 嬉 し さ を 感 じ た 。 

「・・・ 気 づい て た の ? 」 

「 気づい て た さ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 彼 らし く な く 、 得 意 げ な 笑み を 浮か べた 。 し か 
し 、 す ぐに それ を 消し て 、 穏 や か な 眼差し を マ ァ ム に 向け た 。 

「 そ の 心遣い が 、 嬉 し か っ た ん だ 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 言葉 の 裏 に 見 える 彼 の 思い に 感じ 入り 、 マ ァ ム は 類 
を 染め た 。 マ ァ ム は 、 料 理 に は 自信 が な か っ た だ け に 、 彼 の 吉 葉 は 
うれ し か っ た 。 

「 私 も ね 、 子 ども の ころ か ら ご 飯 の 支度 は し て いた の 。 母 さん と 交 
代 で ね 。 母 さん か ら は 、 た くさ ん の レシ ピ を 教え て も ら っ た わ 。 」 
そし て 、 マ ァ ム は 、 子 ども の ころ か ら の キッ チン の 思い 出 を 振り 
返り な が ら 、 詩 葉 を 続け た 。 

「 で も その どれ も ね 、 お も て な し 料理 と か 、 名 前 の ある 料理 と か 
じゃ な く て ね 。 私 も 、 作 ろう と 思っ た ら 、 その 日 、 家 に ある も の と 
か 、 仕 入れ て きた も の と か 、 材 料 を 見 て か ら 決 め る 感じ で 。 こ れ を 
作ろ つっ て 決め て 準備 する わけ じゃ な いか ら 。 家 に ある も の で 思い 


つく まま に 作る こと し か で き な く て 。 

お お ざっ ぱっ て いつ の か な 。 

適当 っ て いつ か 。 

だ か ら 、 ち ゃ ん と 作れ て る わけ じゃ な い の よ 。 」 

する と 、 ヒ ュ ン ケル が 思わ ぬこ と を 尋ね て きた 。 

「 何故 家 に ある も の を 見 て か ら 作 ろう つと 思う ん だ ? 」 

マ ア ァ ム は 即答 し た 。 

「 だ っ て 、 も っ た いな いじ ゃ な い 。 放 っ て お いた ら 痛 ん じゃ つう も 
の 。 つ ち に ある 食材 は 、 み ん な 、 自 分 の 畑 で 採れ た か 、 村 の 誰か が 
作っ て くれ た も の だ か ら 。 」 

マ ァ ム の その 詩 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル は お よそ 食事 や 料理 と は 無関係 
に 思わ れる 詩 葉 を 添え た 。 

「 それ は 、 お 前 の 優し さだ な 。 」 

「 優 し さ ? 」 

ヒュ ン ケ ル は うつ うな ずい た 。 

「 あ あ 。 食材 も 命 だ と 思っ て いる の だ ろう 2? 作り 手 の 気持 ち も あ 
る 。 だ か ら 無 駄 に し た く な い 。 お 前 の 優し さ は 、 こ ん な と ころ に も 
現れ て いる の だ な 。 」 

そし て 、 彼 は 食卓 に 視線 を 落と し た 。 

「 俺 に は これ で 十分 だ 。 凝っ た も の は 何 も い ら な い 。 た だ 、 お 前 が 
俺 の た め を 思っ て 手 を か け て くれ て いる 。 それだけ で 、 俺 に と っ て 
は 十分 な ご ち そ うだ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム を 見 上 げ 、 冗 談 め いた 口調 で 吉 っ た 。 

「 それに 、 素 朴 な 料理 の 方 が 俺 に は 合っ て いる 。 」 

マ ァ ム は 嬉し く な っ て 、 ヒ ュ ン ケル に 礼 を 吉 っ た 。 

「 あり が と っ つ 。 

で も ね 、 私 も 、 あ な た が そつ う 吉 っ て くれ る か ら 、 お いし いっ て 
吉 っ て くれ る か ら 作 る の 。 あ な た の お か げ で も ある わ 。 』 

「 そ うい つう つも の か ? 」 

「 そう いつ うつ も の よ 。 」 
マ ァ ム は 、 い た ずら めい た 笑顔 を 浮か べた 。 

「 それ に 、 あ な た と 暮らす よう に な る まで の 間 、 ち ょ っ と は 練習 し 
た の よ 。 」 


マ ァ ム は 、 ふ と 、 何 か いい ! 考 え を 思い つい た か の よう な 、 は っ と 
明る い 顔 を し て 、 ヒ ュ ン ケル に 声 を か けた 。 

「 そう だ 。 今度 、 予 定 の な い 日 に 、 ヒ ュ ン ケル が 夕食 作っ て みて 。 
そう し た ら 、 わ か る と 思う わ 。 」 

不意 の 提案 だ っ た が 、 ヒ ュ ン ケル は す ぐに つ な ず いた 。 

「 わ か っ た 。 考 えて お こう 。 」 

ヒュ ン ケ ル が そう 吉 う と 、 マ ァ ム は つれ し そう に 微笑 ん だ 。 
マ ァ ム は 、 わ ず か に 残っ た ワイ ン を 飲み 千 し 、 口 直 し に ビ ピク ルス 
を フォ ー ク に 刺し た 。 ビク ルス を 噛み な が ら 、 マ ァ ム は 思い 出し た 
よう な 顔 に な っ た 。 飲み 込ん で か ら 、 吉 葉 に する 。 

「 そ うい えば 、 ヒ ュ ン ケル っ て 、 舌 、 敏 感 よ ね 。 」 

「 そ うか ? 」 

「 そう よ 。 私 が ピク ルス の ビネガー 変え た だ け で すぐ に 分 か っ た 
じゃ な い 。 」 

「・・・ そ れ は 、 わ か る だ ろう 。 」 

「 し いい いえ 、 普 通 は わか り ま せん 。 」 

「 そ うつ いつ も の か ? 」 

「 そう つい つも の で す 。 」』 

二 人 は 顔 を 見 合わ せる と 、 同 時 に 噴き 出 し た 。 

マ ァ ム は 、 笑 い を か み 毅 し な が ら 、 ヒ ュ ン ケル に 吉 っ た 。 

「 夕食 作っ て くれ る の 、 楽 し み に し て る わ ね 。 」 

「 あ まり 期待 する な よ 。 」 

「 つ まく いっ た ら 、 時 々 作っ て くれ る と 、 も っ と 嬉し いわ 。 」 
「・・・ 療 処し よう 。 」 


ゆっ た けり と し た 食事 を 楽し お と 、 二 人 は 食卓 を 片付け た 。 

外 か ら 波 ん で きた 水 を 洗い 桶 に 入れ 、 食 器 や グラ ス を 洗い 、 布 貼 
で 拭い て 、 食 器 棚 に 収納 する 。 二 人 で や れ ば あっ と いう 間 だ っ た 。 
マ ア ァ アム は 、 翌 理 合 に 残っ た 水 援 ね を 雑巾 で 拭い て いた 。 

する と 、 不 意 に 、 背 後 か ら ぬ くも り を 感じ た 。 

ヒュ ン ケ ル が 背中 か ら マ ァ ム の 診 に 腕 を 回 し 彼女 を 抱き し め て い 
た 。 突 然 の こと に 区 い て 、 マ ァ ム は 彼 の 名 を 呼ん だ 。 

「・<・・ ビ ュ ン ケル? 」 


彼 は 、 マ ァ ム の 肩 口 に 顔 を うず め 、 和 柔らか く 、 彼 女 の 身 を 抱き し 
め て いた 。 ヒ ュ ン ケル は 、 し ば らく の 間 、 吉 葉 を 返さ な か っ た が 、 
や が て 、 ぼ ぽつり と つぶ や いた 。 

「・・・ 今 度 は 、 お 前 が 欲し い 。 」 

熱 を 帯び た 声 だ っ た 。 

マ ア ァ アム は どき り と し た 。 

この 声色 で 、 何 度 、 名 を 呼ば れ た こと だ ろう 。 こ の 先 の 予感 に 、 
マ ア ァ アム は 身 を 誠 わ せ た 。 

ー あ 、 食 べら れる 。 

漠然 と 、 そ ん な 吉 葉 が 胸 に 浮か ん だ 。 

マ ァ ム の 上 類 が た ち ま ち 朱 に 染まり 、 彼 女 は うつ むい た 。 

だ が 、 彼 の 吉 葉 に 込め られ た 熱 に 抗 え る は ず も な く 、 マ ァ ム は 、 
小さ くう な ずく ほか な か っ た 。 


夜 は まだ 、 更 け 始 め た ば か り だ っ た 。 


